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令和７年第９回（定例会）  

厚真町教育委員会会議録  

 

１  開会  

令和７年７月１０日（木）１３時００分  

 

２  閉会  

令和７年７月１０日（木）１６時３０分  

 

３  出席委員の氏名  

遠藤  秀明  長門  茂明  金光  えり  池川  徹  日西  大介  

 

４  委員及び傍聴人以外の会議出席者氏名  

生涯学習課長   阿部  雄史  

生涯学習課参事  乾   哲也  

生涯学習課学校教育グループ主幹  山口  憲一  

生涯学習課社会教育グループ主幹  佐々木  春香  

 

５  会議録署名委員の指名  

 （長門  茂明）  

 （金光  えり）  

 

６  協議  

厚真町教育委員会の活動状況に関する点検・評価について          

（資料１）  

 （説明）  

点検・評価は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条によ

るもので、４名の外部評価委員により、令和６年度事業のうち、６事業を

対象に実施し、結果は町議会への提出、公表を行うものとなる。  
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【協議内容】  

  

①評価事業名称：教育支援委員会  

池川委員：今後の方向性の説明で、今のメンバーを変更とあるが意図

はなにか。   

山口主幹：専門性の観点から変更も必要と考える。  

教育長  ：現状の体制で、専門性をもった方の意見等があれば、効率

等も上がるということか。今後の方向性はあるか。  

阿部課長：これまでは学校教員に主で運営を担っていただいたが、今

後は、専門職を取り入れ意見等を伺うことで、保護者への

説明を行う際に、理解・納得が得られると考えている。  

池川委員：予算上でも、令和６年度から一部運用とのことであれば、

改善提案の記載内容を具体化してはどうか。  

長門委員：予算上の増減理由を記載してはどうか。  

阿部課長：記載内容の一部修正を行う。  

  

②評価事業名称：英語教育推進事業  

  池川委員：英検の合格率が下がっている要因は。  

  教育長  ：学校現場に対しては、確認を求めている。  

  阿部課長：全体的な英語教育の推進の問題と捉えている。今後の発展

性を含めて検討しているところである。  

  長門委員：過去からの体制等の変化はあったのか。  

  阿部課長：以前は、教育委員会に退職教員が在籍し専任していたが、

教育研究所の発足等により変更となった経緯がある。  

  長門委員：以前は専門性の高い先生が担当していたと認識している。  

       推進担当者の選任も必要と思われる。  

  金光委員：英検合格率の目標値８０％は、少子化を考慮する高すぎる

のではないか。  
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  阿部課長：国の動向も影響があると考える。外国語が小学校での授業

に組み込まれ、中学校では学習する単語数等が大幅に増加

するなど、英語教育自体が以前とは大きく変化している。  

        教える側、学習する側にとって負担になっていることも

想定できる。  

  教育長  ：子どもたちが大人になって活用できる方向へ向かっていき

たい。  

  池川委員：イングリッシュキャンプも含めて、今後の英語教育の見直

しを検討してはどうか。  

  阿部課長：事業見直しも含めて、検証等を行っていきたい。   

        

 ③評価事業名称：厚真町いじめ問題対策連絡協議会  

  長門委員：認知件数が増加している要因は。  

  阿部課長：全国的な取組強化により、小さな事案もすべて対象として

いることによるもの。  

 

 ④評価事業名称：厚真・上厚真放課後児童クラブ運営事業  

  金光委員  ：児童クラブの役割変化とはなにか。  

  佐々木主幹：国の運営指針の変更によるもので、子どもの自主性、権

利・保護、障害がある児童の受入れなど、支援員の知

識、研修を必要とするものとなる。  

  金光委員  ：国からの補助などはあるか。  

  佐々木主幹：これまでの法定補助は継続されているが、新たなものは

ない。  

  金光委員  ：新たな資格が必要か。  

  佐々木主幹：資格取得等の必要はない。  

  池川委員  ：児童クラブは、夫婦共働きの世帯を対象としていること

で間違いないか。  
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  佐々木主幹：そのとおりであるが、町は受入れを一部拡充して取り組

んでいる。  

  池川委員  ：登録者で利用しない場合も負担金は生じるのか。  

  佐々木主幹：実費負担金のため、減免等はない。  

  池川委員  ：社会福祉士の活用とは。  

佐々木主幹：支援員への指導・研修などである。  

池川委員  ：利用率が低い場合は、支援員の配置人数に影響がある

か。  

乾参事   ：登録率からの人員配置となる。  

   

 ⑤評価事業名称：（仮称）アイヌ歴史文化センター整備事業  

  長門委員：情報発信で予算増となっているのは、アニメ制作か。  

  乾参事  ：そのとおりである。  

  教育長  ：完成時期の見通しは。  

  乾参事  ：来年２月頃で、高丘の津波をテーマとしている。  

  教育長  ：今後の体制整備等はあるか。  

  乾参事  ：ガイド育成などに着手している。  

  

 ⑥評価事業名称：厚真町陸上グラウンド管理事業  

  池川委員  ：改修工事とは。  

  佐々木主幹：冬季間の凍上対応となる。  

  池川委員  ：野球場などと比較して転圧経費の比較は。  

  佐々木主幹：面積比較等で大きな差はない。  

  長門委員  ：改修事業者の専門性は認めるが、町内事業者では対応で

きないのか。  

  乾参事   ：雪解け後、すぐに活動を開始したい要望もあり、専門事

業者に依頼している。  

   



－5－ 

１１  次回委員会の開催日程  

  ・７月３１日（木）  午後２時３０分（予定）  

 

１２  閉会  
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厚真町教育委員会会議規則第１８条の規定により署名する  

              

         令和    年    月    日  

 

      教育長                    

 

          

                

 令和    年    月    日  

 

      署名委員                    

 

          

 

令和    年    月    日  

 

   署名委員                   

 

          

        

令和    年    月    日  

 

   生涯学習課長（調製）                    


